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特 別 報 告

昭 和48年 結 核 実 態 調 査(2)

厚生省公衆衛生局(局 長 佐分利輝彦〉

結核実態調査会議(委 員長 岩 崎 龍 郎)

8.肺 結核有所見者の活動性分類別観察

1)概 説

妊娠中のものを除いて全員のX線 検査を行 つた15歳

以上のものについて,活 動性および不活動性肺結核の人

口対率ならびに全国推計数をみると,表14の ご とくであ

る｡43年 以前の成績についても,15歳 以上のものの人

口対率および全国推計数がかかげてある｡

活動性肺結核は76.6万 人,う ち男54.0万 人,女22.6

万人であり,こ のうち感染性は18.5万 人,非 感染性は

58.0万 人であるe肺 結核不活動性は55.8万 人,う ち男

は38.6万 人,女 は17.3万 人 となつている｡

15歳 未満のものにつ いては,登 録中のもの,患 者家

族 結核既往歴のあるもの,お よび呼吸器症状を訴え調

査班長が必要 と認めたものについてはX線 検査が行われ

ているので,活 動性および不活動性肺結核の大部分が把

握されていると考えられる｡0～14歳 には活動性感染性

患者はなく,非 感染性は対象者中に5人,肺 結核不活動

性は1人 のみなので,こ れらを加えても,全 国推計数は

非感染性が1.3万 人,不 活動性がO.3万 人増えるのみで

ある｡

2)年 齢階級,活 動性分類別肺結核有所見率

年齢階級別にみた肺結核活動性分類別有所見率は図5

にみるごとくである｡活 動性肺結核は30歳 未満では0.5

%以 下であるが,年 齢が増すに従つて漸次高率 となり,

40歳 をこえると1.0%を こえ,60歳 をこえると1.5%以

上 となり,75歳 以上では2.90%の 最高値を示す,

感染性肺結核は45歳 未満では極めて低 く0.2%以 下

であり,以 後わずかずつ高率 となつ て70～74歳 では

0.90%の 最高値を示す｡

不活動性肺結核は30歳 未満では0.2%以 下で極めて

低率であるが,以 後年齢が増すに従つてわずかずっ高率

となり,70～74歳2.6%の 最高値を示す｡

性別にみると,40歳 までは男女間に著 しい差はない

が,こ れをこえると男女間の差が開き,男 は女の2～3

倍の高率を示す｡

3)東 西 ブロック,活 動性分類別肺結核有所見率

15歳 以上のものについて,東 西ブロック,活 動性分

類別肺結核有所見率および全国推計数をみると表15の と

おりで,活 動性分類のいずれの区分でも西は東より高値

を示 している、すなわち活動性肺結核の推計数は,東 の

27.3万 人(人 口対率0｡69%)に 対 し,西 では49.3万

人(1.17%)で,人 口対率でみると1.7倍 の高い値とな

つている｡そ の うち感染性肺結核は,東 では6.0万 人

(0.15%),西 は12.6万 人(O.30%)で2倍,非 感染性

肺結核は東は21.3万 人(0.54%),西 は36.7万 人(0.87

%)で1.6倍,さ らに不活動性肺結核は東は20.4万 人

(0.51%),西 は36.1万 人(0.86%)で1.7倍 であったe

4)職 業,活 動性分類別肺結核有所見率

職業別に活動性肺結核の有病率をみる と表16の ご と

く,活 動性肺結核患者の有病率が最も高いのは保安に従

事するもので2.19%,次 いで販売業1.25%,採 鉱業1.22

%の 順である｡比 較的低いのは技能 ・単純労働者0.74

%,農 林漁業0.70%,家 事従事者0.49%で,学 生 ・生

徒の0.27%が 最 も低率であつたe

表は省略したが,感 染性患者の率も活動性患者の率と

ほぼ平行しており,全 般的に活動性有病率の高い職業で

感染性患者の有病率も高くなつている｡

次に年齢階級別にみると,男 ではいずれの職業でみて

も高年齢になるに従つて有病率は高 く,と くにサービス

業,販 売業では60歳 以上で高率だった｡女 では同じ職

業の男に比べると,い ずれの年齢でも有病 率 は低 く,

また高年齢になつても男のように有病率 は高 くな らな

い0

5)就 業上の地位別活動性肺結核有所見率

収入を伴 う仕事あ りのものについて,就 業上の地位別

に活動性肺結核の有病率をみると表17の ごとくである｡

活動性肺結核の有所見率は,自 営業主雇人ありで最 も高

率で2.21%,次 いで自営業主雇人なし1.62%で あつた"

比較的低率だつたのは被傭者0.72%で,家 族従事者は

O.43%で 最 も低率であった｡

被傭者について事業所 ・事務所の規模別に有病率をみ

ると,活 動性有病率は1～29人 の規模の事業所で最も高

く0.87%で あつた｡

性 ・年齢階級別にみると,男 では収入を伴 う仕事なし

のものの有病率が30歳 以上で著 しく高 くなつている｡

また自営業主雇人ありは,年 齢が増えるに従つて急速に

有所見率が高 くなり,自 営業主雇人なしより全年齢で高
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い有病率を示した.

6)呼 吸器症状有無別の観察

呼吸器症状の有無 種類 とその持続期間的に活動性お

よび不活動性肺結核の有病率をみると表18の ごとくであ

る｡結 核菌陽性の患者では60.0%が 何 らかの症状 を訴

えてお り,活 動性感染性患者では55.9%,非 感染性患

者では26.5%が 何 らかの症状を訴えていた｡症 状の種

類別にはたんおよびせきが高率で,感 染性患者の30.5%

が2週 以上持続するせきを訴え,35.6%が2週 以上持続

するたんを訴 えていた｡

次 に呼吸器症状の有無,種 類,持 続期間別に肺結核有

所見率を活動性分類別にみると,血 たんを訴えるものの

なかの活動性患者有病率は著 しく高 く9.26%に のぼ り,

次いでせきありでは2.65%,た んありでは2｡51%の 率

で活動性肺結核患者が認められた｡

せ き,た んについて持続期間別に有病率をみると,2

週未満のものでは有病率は低 く,持 続期間が長いものほ

ど有病率は高率であった｡

9.指 導 区 分

1)概 説

全結核要医療はX線 受検者26,541人 中261人 で,肺

結核指導区分と肺外結核指導区分の関係は表19に 示すご

とくであつた｡全 結核要医療261人 中,肺 結核,肺 外結

核 ともに要医療は6人(全 結核要医療の2｡3%),肺 結

核のみ要医療は243人(93.1%),肺 外結核のみ要医療は

12人(4.6%)で,全 結核要医療 のほとん どすべてが肺

結核要医療で占められている｡全 結核要観察202人 中,

肺,肺 外 ともに要観察のものはみられず,肺 外のみ要観

察は23人(全 結核要観察の11.4%)で あった｡

今回の調査では,15歳 未満のものでは特 定 の ものの

みをX線 検査の対象 としたことなどのため,全 年齢につ

いての有病率および全国推定数の算出は従来の実態調査

と同じように行 うことができない｡一 応,15歳 未 満の全

結核要医療者は全員が把握 されていると仮定 して,全 年

齢の有病率および全国推定値を計算すると,表20の ごと

くである｡す なわち,全 年齢の全結 核要医療率は0.74

%,全 国推計数は81.5万 人 と推定 され,男 では1.08

%,55｡7万 人,女 では0.44%,25.8万 人 と推 定 され

た｡ま た全結核要観察は0｡57%,全 国推計数は63.2万

人である｡

15歳 以上のものについて生活面の指導区分別 に推移

をみると,表21の ご とくである｡人 口対率,全 国推計数

ともに各区分とも順調に減少 している｡48年 には要入

院は16.6万 人 と推定されており,43年 の45%,38年 の

37%,33年 の20%に 減少している｡ま た要医療者の中

で占める要入院の比率も,48年 には20.9%で,入 院の

割合が次第に低 くなつている｡
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2)年 齢 階級別全結核指導区分

年齢階級別に全結核要医療率をみると図6の ごとくで

ある｡要 医療率は30歳 未満では0.5%以 下の低い値を

示すが,以 後年齢が増すとともに増加 し,40～44歳 で

LO%を こえ,60～64歳 では1.5%以 上,70歳 以上では

2.5%以 上 となる｡

全結核要医療の人口対率の推移を年齢階級 別 にみる

と,28年 と33年 の間では35歳 未満の年齢層では減少

し,逆 に35歳 以上では33年 の方が高率を示 した｡し か

し,そ の後は38年,43年 といずれの年齢でも順調に減

少 し,と くに43年 か ら48年 へ の減少は著しいeCohort

別 に観察すると,33年 の5～9歳 は48年 まではほぼ横

ばいであり,33年 の10～14歳 は43年 には20～24歳 に

なつてやや高い値 を示 したが48年 には減少 した｡28年

の10～14歳 は43年 までほぼ横ばいであつたが,48年

には減少を示 しているe28年 に15～19歳 以上だつたも

のは,33年 以後はいずれ も順調に減少 しているe

次 に要入院とされたものについて,性 ・年齢別に構成

をみると,図7の ごとくである｡要 入院の77.4%は 男

で占められており,そ のうちの約半数 は60歳 以上であ

紬る
c男 女合計すれば,60歳 以上が要入 院 の半数以上を

占めている｡

3)現 在あるいは過去の化学療法有無別指導区分

現在あるいは過去の化学療法有無別に指導区分をみる

と表22の ごとくである｡現 在 治療中のものでは57.2%

が要医療 とされ,か つて化療あ りのもので要医療 とされ

た ものは4.1%の み であつた｡ま た要医療とされたもの

のうち52.1%の ものは,過 去あるいは現在,化 学療法を

受けていた｡

佃.肺 結核の適応医療

肺結核要医療者249人 にっいて適応医療 をみると表23

のごとくである｡「化学療法のみ」で治療 目的 を達する

と判定された ものは,28年 以来いずれの調査でも75%

前後であつたが,今 回は92.3%と な り,要 医療者のほ

とんどすべてが 「化療のみ」 と判定された.「 一応化療」

は5.2%,「 そ の他の化療」は2.0%,「 外 科療法」はわ

ずかに0｡4%と なつている｡

今回は 「化療のみ」をさらに,積 極的,強 力に化学療

法を必要 とする 「化療A」 と,比 較的安定 してい るも

の,病 変の拡がりの狭いもの,悪 化防止のためもうしば

らく化療を継続 したいものなどの 「化療B」 に分けた｡

「化療のみ」のうち66.1%は 「化療A」 とされ,「 化療

B」 は33.9%で あった｡

11.結 核対策の現状

1)BCG接 種

BCG接 種 を過去に一度でも受けたことがあるものの
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割 含は58.5%に 達 した｡こ の中で,記 録または廠痕で接

種が確認されているのは35.4%で あ るe28年 には34.1

%だ つた既接種率が,33年 には38.2%,38年 には47.1

%、43年 には52.ggtと 全人口の半数 をこし,48年 には

58.5%と なつた｡

年齢階級別にBCG既 接種率をみると,図8の ごとく

である、0～4歳 の既接種率は51%で,5歳 か ら34歳

までは80%を こし,40歳 を過ぎると既接種率は急速に

低下する.

過去5回 の成績 と比較すると,BCG接 種が50%を こ

えている年齢階層の上限が,28年 の25歳 か ら,48年 に

は45歳 まで上昇してきてお り,既 接種率が70%を こす

年齢階層も28年 の10～19歳 か ら,48年 には5～39歳 に

まで拡がつてきた｡

2)患 者発見方法

①健康診断の実施状況

健康診断による胸部X線 検査の実施状況をみると表24

のごとく,1年 以内に59.4%が 受診しており,そ のう

ち53.8%が 集 団検診,5.6%が その他の健康診断であ

る.1年 をこえ3年 以内に受診してい る ものは12.9%

で,そ のうち10.3%が 集 団検診,2.6fbが その他の健康

診断である｡3年 以内に健康診断を受けていないものは

26.99Lで あったe

過去の成績と比べると,1年 以内の集団検診の受診率

は43年 に比しわずかに低くなつている,そ の他の検査

には43年 までは集団検診以外のすべてのX線 検査が含

まれており,48年 は集検以外の健康診断のみで,内 容が

やや異なつている｡呼 吸器症状やその他の症状でX線 検

査を受けたものを加えると,1年 以内のX線 検査受診率

は62.3%に 達 し,43年 とほぼ「司じ値であつた｡

年齢階級別に過去のX線 検査の受診状況をみると図9

に示したように,1年 以内の受診率は0～4歳 では10%

と低いが,5～9歳 で69%,10～14歳 で93%と 最高に

な り,20歳 をこすと60gt内 外 となり,60歳 以上では漸

次低くなる｡1年 以内に集団検診を受けたものの割合も,

1年 以内の受診率より数%前 後低いのみでほぼ同じ傾向

を示 している｡3年 以内に1度 でも受けたことのあるも

のは72.3%に 達 し,5～64歳 で70%を こえている｡

②呼吸器症状およびその他の症状での受診

現在の呼吸器症状 と1年 以内の呼吸器症状および他の

症状による受診状況の関係をみると表25の ごとくであ

る｡1年 以内にX線 検査を受けたものの割合は,現 在せ

き,たん,血 たんのいずれかの症状のあるものでは18.5

%で,現 在呼吸器症状のないものの6.7%に 比 し著しく

高 くなつ てい る、症状の種類および持続期間別にみる

と,最 も受診率が高いのは3カ 月以上続 くせき,血 たん

であり,症 状ありの中で受診率が低いのは2週 未満のせ

きである｡
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1年 以内に受診したがX線 検査を受けていないものの

割合は,現 在症状のあるもので28.1%,な い もので18.3

9tで,2週 未満のせきやたんのあるものに受診率が高いas

呼吸器症状以外の症状での受診でX線 検査を受けないも

のの割合は,現 在の呼吸器症状の有無,種 類,持 続期間

とは相関しない.

③総合的にみた受診状況

健康診断,呼 吸器症状,そ の他の症状による1年 以内

のX線 検査の受診状況を総合 して観察すると表26に 示

したように62.3%が 受診している｡こ の中では健康診

断によるものが59.4%で 最 も高 く,次 いでその他の症

状が5.7%で,呼 吸器症状によるX線 検査は3.1%で あ

る,,3つ の機会すべてに受けているものが0.5%あP,

2つ の機会に受けているものが5.0%,い ずれか1つ の

機会に受けているものが56.9%で ある,,

呼吸器症状で受診 したがX線 検査を受けなかつたもの

が2.6覚 あ り,そ の他の症状で受診したものが6.0%み

られる,,こ の他に3年 以内に健康診断でX線 検査を受け

ているものが9.3%あ り,3年 以 内に健康診断 も受けず,

医師にも受診していないものは19.2%で あつた｡

3)患 者 の自覚状況

①概 説

全結核要医療 と判定された261人 中,現 在結核である

ことを知つているものの害恰 は34.99と,感 染性肺結核

では44.1%,要 入院では55.8%で あつた,、

過去5回 の調査における結核患者の自覚状況の推移を

みると表27の ごとくである｡全 結核要医療のうち,自

分の結核に気づいているものの害恰(自 覚率)は,28年

に2L4%で あつたのが漸次上昇し,38年 に38.6%と 最高

に達し,以 後はわずかながら低下し,48年 には34.99b

となつた｡

肺結核で要入院とされたものの自覚率は,33年 の43.8

%か ら38年 に64.1%と 最高に達し,以 後やや低下して

48年 には55.87と なつた｡肺 結核要医療で就労可のも

のの自覚率は最も低 く,33年 には ユ6.r>ft,38年 に27.7

%と な り,48年 には26.8%で あつた.

譜 欝驚く劉二欝:幣 響搬蹴
で,48年 にはやや低下し,空 洞あ りが54.7%,感 染性

が44.1%,菌 陽性が36.7%で あつたas

②学会病型別観察

学会病型別の自覚率は表28に みるように,有 空洞例

は50%を こえてお り,皿 型では空洞疑いありが高い｡

IV型 が34%とHI型 の空洞疑いなしの19%よ り高 くなつ

ているのは,IV型 で要医療とされたものの中には,す で

に発見され,治 療中の者が多いためと考えられる.

③X線 検査受診状況別観察

過去のX線 検査受診状況別に自覚拳をみると表29の



82 結 核 第50巻 第2号

ようになつているe健 康診断によるX線 検査受診状況別

にみると,1年 以内に受診 した者の自覚率は34.896と

全体とほぼ同様であり,こ の中で集検を受けた者の自覚

率は15.5%と 極 めて低い｡3年 以内受診,3年 以内受

けずと順次自覚率が高 くなつていくのは,健 康診断以外

の機会にX線 検査を受けている者がこの中に入つてくる

ためである｡

呼吸器症状で1年 以内に受診 し,X線 検査を受けた者

の自覚率は78.2%と 著 しく高い｡そ の他の症状で1年 以

内にX線 検査を受けた者の自覚率 も52.4%と 高 くなつ

ている｡

1年 以内のX線 検査の有無 とその機会別に自覚率をみ

ると,1年 以内にX線 検査を受けた者の自覚率が46.2%

で,受 けなかつた者の3.9%に 比 し極めて高い｡1年 以

内にX線 検査を受けた者の中では,症 状による受診が加

わると自覚率が著しく高 くなることが目立つている｡次

いで自覚率が高いのは他の症状による受診が加わつた場

合で,健 康診断による受診のみの者は自覚率が9.5%と

著 しく低 く,1年 以内に受けなかつた者の3.9%を わず

かに上回る程度であつた｡

4)結 核患者の登録状況

48年 の調査で判定 された活動性分類別 に登録されて

いる者の率をみると表30の ごとくである｡活 動性全結

核では40.2%が 登録 されてお り,こ の割合は今までで

.最高である｡感 染性患者は52,5%が 登録されてお り・

この割合は38年 以降あま り変わつていない｡非 感染性

肺結核中登録されている者の率は漸次上 昇し,48年 が

最高で34.7%と なつた｡不 活動性では41.6%が 登録さ

れてお り,今 までの値に比べて急上昇している｡

登録票に記載されている活動性分類別に,今 回の調査

での判定成績をみると表31の ごとくである｡全 結核活

動性と登録されている者では42.2%が 同 じく全結核活

動性と判定されてお り,不 活動性が19.3%,活 動性な

しと判定された ものが38.5%み られているe活 動性肺

結核 と登録されている者では同じ区分に判定された者が

42.9%,活 動性なしが36.5%み られた｡43年 には同じ

活動性と判定された者が65.2%,な しが20.5%だ つた

ので,48年 の方が不一致率が高い｡

不活動性として登録され てい る者 では9.2%が 活動

性,49.0%が なしと判定されており,活 動性 不 明では

30.8%が 活動性,61.5%が な しと判定された｡

表 リ415歳 以上のものの肺結核活動性分類別肺結核有所見者の全国推計数および率

昭和48年 43年 38年 33年

人口対率 全国推計数 人口対率 全国推訓数 人欝対率 全国推計数 人口対率 全国推計数

% 芳人 % 万人 % 万入 % 万人
活 動 性 0.94 76.6 L98 148.3 2.82 19L6 4.55 283.7

男 1.45 54.0 2.74 96.4 3.78 12L8 6.02 176.3

女 0.51 22.6 1.30 51.8 L96 69.8 3.25 107.3

感 染 性 0.23 18.5 0.39 28.9 0.54 36.5 LO2 63.7

男 0.42 15.7 0.57 20、 ユ 0.73 23.5 1.43 4L8

女 0.06 2.8 0.22 8.8 0.37 13.0 0.66 21.9
曝

非 感 染 性 0.71 58.0 L59 119.4 2.28 155.1 3.53 220.0

男 LO3 38.3 2.17 76.3 3.05 98.4 4.59 134.6

女 0.44 19.8 L08 43.0 159 56.7 2.59 85.4

不 活 動 性 0.68 55.8 L38 103.7 2.00 136.2 2.23 139.3

男 Lo4 38.6 1.80 63.6 2.59 83.6 2.89 84.6

女 0.39 17.3 LO1 40.1 L47 52.6 L65 54.7

表15東 西ブロック,活 動性分類別肺結核有所見率と全国推計数(15歳 未満を除 く)

総 激 り} 女

総 数
活 動 鵜1

4話 動性 総 数
活 動 鱈1

札轡潜 総 数
議 動 性

不活動性
射 鍛 感蕉i li雪 扁 総 数 感染貿 4}感豪摺 総 数 感染憶 藩1礁染性

姦{、数

1簿

422

152

27◎

L62

L2◎

2.01

132.4

47.7

84.7

244

87

157

0.94

0海9

L17

76.6

27.3

49.3

59

19

40

0.23

0jS

O.30

185

6.0

12.6

18S

68

日7

0.71

0.54

0海7

58.0

2L3

36.7

178

65

113

o.68

0.51

0海4

55.8

2◎.4

3S5

295

日2

183

2.48

L93

3訊

92.6

35.1

57.4

172

67

105

L45

L1$

L73

S4.0

2LO

32海

50

17

33

0.42

0.29

0.54

15.7

$3

10.4

122

5◎

72

103

0海6

L19

38.3

15.7

22.6

123

45

78

LQ4

0.7$

L鱒

38海

14.1

24.5

127

4o

87

0海9

0.58

L19

39海

12.6

27.3

72

20

52

0.51

029

0.71

22.1

63

16.3

9

2

7

0.06

0.03

0ユ0

2海

O.6

2.2

63

18

45

044

0.26

0海1

198

5.6

14ユ

55

20

3s

◎.39

0.29

0.48

17.3

6.3

1Lo
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表16 性・年齢階級職業別活動性肺結核有病率(%)
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表17 性 ・年齢階級就業上の地位別活動性肺結核有病率(%)

一 一 一一

数

螺 数
男 { な

総 数 15-29 30--44 45～59 6・歳 一i 総 π291 3◎-44 τ 聴 一59遍 …一～1惹

総 0.94 L45 0.40 0.95 L98
}3、50}

｡.511 0.22
一

0.50 Q.47: LO1

収

人

を

伴

問
㌻

焦

'1事

あ

弓

稔 抜 0.91 L24 0.36 ◎.91 L75 i2
.741§ O.39{ ◎.31

一
◎.47 日7; ◎.74

瀞

1「呂

ゼ1

家

ノ馬
謁竃

ず響一
{ダ入あ り

営 一僧`入な し

族 従 憧霊 者

性 団 庫 役 員

2.21

L62

◎.43

L23

2.58

L94

◎.85

1.53

/一 藷

/-)

0.71

(一)

L43

L21

LOO

{一)

→

3.28i

L97i

/づ1

2.88
←

/5.32)

2.98

(L23}

(L43>

1{一 昌1

日 ◎}

iO.29…
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μ 一)1

柵1
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～

/-/
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o,93

[O

.14
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き

/-♪
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.3◎

;
0,341il

i/づi

『/ ～}

L41

0.$9

/-》
二

被

傭

者

総 数 0.72 0.91 0.33 0.8o 1爾 2β6 0.4◎ ↓ 0.37
一
1◎ ・59

5,241
む

㎜

1～29人

30～999人

1,◎00入 ～

臨 時

臼 胤

そ の 他

0.87

0.63

0.68

0.40

0.7◎

L24

0.98

0.92

0.79

(一)

L20

2.25

0.39

0.48

0.16

(一)

(一)

(一)

0.68

◎.89

0.88

(一)

(一)

(一)

2.11

L071

日9}

(一)

(2.00)

(5.56)

L99

2.22

/2.99)

/-)

(3.03)

(4,17)

0.7◎

0.15

o.31

0.56

～

0.85

1.16

一

0.34

(一)

(一)

(一)

0.86

0.27

o.48
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(一)

0海9

榊_

o.38

-

(一)

(一)

〈L67)

/-)

(一)

/-)

(一)
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(一)

収 入 を伴 う 仕 事 な し 0.97 2.37 O.47 4.00 7.34 4.91 0.60 0.15 0.52 0.69 L◎9

( 〉は母数が100人以下のも韓・

表ll8呼 吸器 症 状 の 有 無 ・種 類 活動性分類別肺結核有所見率(15歳 未満 を除 く)

誓

ζ

Ψ

騒毒 豪～峯 を亥 一要 指 《多
排 ド貞

ヨ 活動性
総 数 活 動 性

一 iイ話 動姓 な し
陽 性

総 数
総 数 「・き染1牛 恥 齢歳牲 (再)

総 数 26,076 422 244 59 185 178 25,6瀦 30

呼 縫及器 症 叶幾あ ウ 3,570 132

脚

82 33 49 5o 3,438 18

せ き あ り 2,411 96 64 27 37 32 2,315 16

2週 未 満 1,178 36123 9 14 13 1,142 7

2遷 以 上 L233 60
:41

18 23 19 1,173 9

1か 月以 一L/再) 1,007 59 菊 18 22 19 948 9

3カ 月以L{再/ 8}6 57 39 18 21 18 759 9
鼻

た ん あll 2,67G 106 67 28 39-9吃2・564 叢4

2週 未 満 905 30 2◎ 7 13 10 875 s

2週 以 上 L765 76 47 21 26 29 L689 9

1カ 月以 上(再) L574 76 47 21 26 29 L498 9

3カ 月以 上(再) L360 70 44 19 25 26 1,290 7

血 た ん あ 弓 108 12 10 4 6 2 106 3

呼 吸 器 症 状 な し 22,506 29◎ 162 26 136 128 22,216 12
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表19肺 結核指導区分と肺外結核指導区分

肺 結 核 指 導 区 分

総 数降 数1要 医 療 要 観察 治 癒 無所見
要 入院 要在 休 就労可

肺
外
結
核
指

擦
区
分

総 数 26,541 249 52 40 157 180 3,721 22β91

要

医

療

総 数

要 入 院

要 在 休

競 労 可

18

5

3

10

6

4

1

1

4

3

1

一

一

一

一

一

2

1

-

1

1

-

-

1

2

-

1

1

9

1

1

7

要 観 察

治 癒

無 所 見

25

152

26β46

2

1

240

一

一

48

2

　

38

一

1

154

一

2

鷹77

8

92

3,619

15

57

22β1o

表20性,指 導区分別全結核要指導の

人口対率全国推計数

kll対 率 全 国 推 μ段 気

要 指 導L741131)%:142日44.7)万 人

男2.60・1891970980)
m女 薫

.01(08◎)452(467}

要乱Pミ 療0.97fO741797(815)

男 リ1,47～108549(557)り囎るぐIO
.560441・248(258)
り 　

髪こ 観 篤繕10.76(057)1624(632) 　

夢3、1.13(082)i420(423)

女 ・・46(・36)12・4(2・9)

㌦

15歳 以1:,た た し/)は1舗1、 潜 を含めた数である｡

表21全 結核要医療者の生活面の指導区分別全国推計数および率の推移(15歳 未満を除 く)

参

昭 教:48年 43年 38年 33年 28年

人ll

層 率

全 い/

孝編 数

要医療

粟十 率

人ll

対 率

全 国

子{甜数

要医療

対 率

人 口

対 率

全 国

推計数

要医療

対 率

人 資

婦 率

全 瞬

推講 数

要医療

対 率

人 獄

対 率

全 国

推計数

要医療

対 率

要 入 院

男

女

要 在 宅l!、¥.

男

女

就 才、 可

男

女

∫ r'

0.20

0.35

0.08

0.15

0.26

0.05

◎.63

0.87

0.42

1ノ嵐

16.6

12.9

3.8

1L9

9.7

2.2

51ユ

32.3

18.8

20.9

23.5

悠,3

14.9

17.7

8.9

64.2

58.9

75.8

⑪.49

0.76

0.26

0」8

0.25

0.12

L34

L77

0.96

ノ∫汽
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10.2

13.6

8.8
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62.4

38.1

24.4

272

19.2

9.0

9.0

9ユ

66.6

63.8

7L7

百

0.67

0.92

0.44

0.40

0.51

o.30

L79

2.39

L25

与孤

45.4

29.7

15.7

27.3

16.4

10.8

121.7

77.0

44.7

つ

23.4

24.2

22.0

14.0

13.3

15.2

62.6

62.5

62.8

L34

L81

0.92

0.61

0.81

0.43

2.69

3.46

2』!

与人

83.4

53.1

30.4

38.◎

23.8

14.2

167.9

10L4

66.4

28.8

29海

27.3

13.1

13.3

12.8

58.0

56.9

59.9

2.31

3」7

1.53

1〃㌔

128.6

83.5

45.1

%
一

聯

噸

表22現 在あるいは過去の化学療法の有無別指導区分

総 数

要 医 療
要観察

治癒 ・

な し
総 数 要入院

隔

`要イ三1
ア

陛
総 数 26,541β 261 53 42 166 202 26,078

化

療
あ
り

総 数

現 在 化 療 中

かつて化療あり

14,445

145

L30◎

136

83

53

39

25

14

25

13

12

72

45

27

133

28

105

1」76

34

1,142

化 療 な し 25,096 125 14 17 94 69 24,902
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表23 肺結核要医療者に対する適応医療数の率

昭 和48年 43年 33年

τ

{33年
2$葬 ・

実 数 % 実 裁 %
仲席 ド

ラ鞠奴 %実 抜 %〆ノ づこ歓 勃

総 数 249 10Q海 L⑪嚇o 10◎.Q ヱ,5蕊 100.o 2214
一

100.o 1海3き 憩o海

化 療 の み

化 療A

化 療 呂

230

152

78

92灘

構LO

誰L$

7憾 75.3 1」 鱒 ア葬海 L6磁 簿ゆ

L2鐙 7轟.1
一～ 応 化 療

一 応/し 療

外 讐 公 算 大

13δ2 175

ヱ26

49

1β｡5

玉L9

4海

鱒o ユ萎海 402 1ε2

外 科 療 法

成 形

切 除

そ∴地∴ン観

1 O.4 39

14

蕊

』 一

3.7

L3

2.4

…㎝

磁

27

無

1

4.工

1海

焦3

0.1

詑

12

17

3

L4

i o.5
0海

◎.1

1認

薦

s2

馨

7.2

4.◎

3.1

0,ユ

そ の 他 の 比 療

そ ∴勉 ⇒化療
'

衡}礁 こ1繋湧

5 黛｡◎ 48

40

$

4.5

3海

o海

簿 蕪.1 日勲 蕪.4 217 1糞海

内彬 範脱 療決
{一

… §曾 5勲
隔

表24 過去の胸部X線 検査の受診状況

昭 秘48年 43年 38年

隔

33年

総 数1 % 努メ % %

総 数

『

39」04{100.0
　

10◎.o 1QO.o 100.◎

1年以内受診

巣団検∴

そ ゐ 地

23,416

2L21⑪

2,206

日

159・4

…53
.8:

…15
・6

63海1

57.1

5海

59.7

54.0

5.7

47海

4L8

6.◎

3年以内受1∴

集P撤 誇

そ の 他

}5,⑪89

4,0η

LO18

12.9

103

2.6

1L7 椴 み
20海

1亀 ξり

前 に覚診

1◎.6

受 け たこ

とな し

ユ8.8

一四一

受 け たこ

とな し

33ユ3年以内1こ受鋒ず 10589 26.9 24.6

不 詳 310 0.8 0海 O.6 0.5

表25 現在の呼吸器症状別過去1年 以内の呼吸器症状およびその他の症状による受診状況 ()は%

を.

呼吸器

症 状

せ き あ 弓 た ん あ り 血 蟹 呼吸器

症 状麗.数

あ 弓 総 数
12脳

21コ川 .
1碍 則 一3がi男 一

総 数 2脳 講 2趨 以上 1那{以1= 3カl/以 土. あ り な し

総 な 39,404 4,749 3,470 L925 L545 L210 949 3,094 LB3 L961 L72! L481 139 3劇655
・loOl aOO) 日00) (10◎/ ・100/ 11001 日◎① IIOO3 日00/ /1◎o} qOω ほ ○○} {100) 110◎/

皿 一…

簾fi一三1;乳 」にX華 騒 之・騨争 3,2日 379い45 260 385 335 281 653 190 463 425 379 41 2,332

(s.日 q8、5・ q3、6} 日3.5/ 124 .9} 127 .η /29⑥ (2u) 116海1 (23｡6/ 24.7} ・25 ｡6/ (29ふ 6.7:

症歌 ・そ の地 248 n2 85 30 55 52 45 92 23 69 65 57 6 136
ぐ◎海) (2.4) ・2

.4)
/L61 (3.6! (4.3) (4.7) (3｡0) /2、0) (3｡5) (3海) (3海) (4=3) (◎｡4;・

症 状 の み 968 464 365 137 228 200 !66 332 98 234 211 180 29 504
ギ2.5}㍉ (9海) /10｡5) (7J/ {:14海} (16｡5) q75) qo.7/ /8.6) (1日) /12.3) U22) (20｡9♪ 罫L51

そ の 地 の み L995 303 195 93 102 83 70 229 69 160 149 ユ42 6L692

(5｡日 (6.4) (5.6} (4.8/ (6.6) (6.9,} (7.41 (7+ (日) /8、2) (日1 ω.6} (4.3・ /4海)

症 状(再掲) L216 576 450 167 283 252 211 424 121 303 237 35 640

(3」) (12｡日 (13.0) (8.7) (18｡3! (20海} ぐ22、2) (13、7) (10.7}
276

聯 月(研 {1礁 ◎} /2521 lL8}

そ の 他(ll拠) 2,243 415 280 123 157 工35 115 321 92 2292玉4199 12 1海23

(5.7) r8 .7) {8.1} r6 ｡4) qO｡2} αL2/ (1日) ご董o .4/ (8,1} qL7) ・12.4三B海/ (8｡6) !翫3}

1年 以内 に受診 7,675 L334 LO34 613 421 308 216 805 324 481 402 318 31 6,341

ただしX線 受けず 〈19.5/ (28.日 (29.8) /3L8) {27、2) /25｡5) (22海) (26.0) (28｡6) /24瀞 123.41 !2L5) /22.3) (18｡3)

症 状 ・そ の 他 L104 322 275 170 105 68 43 183 86 { 97 71 51 6 782

!2海) /6海/ (7.9/ 日｡8) ぐ6海) (5｡6) (45) (5｡9/ (7.6) (4海) ぐ4ほ/ {3｡4) (4｡3} (2｡3!

症 状 L204 424 375 235 140 97 54 219 1◎2 117 91 587 780
/3ユ/ (8.9/ qO,81・ 日2.2/ (9瀞 (8.0 (5、71 {7」) (日) (6｡O/ (5ふ (3.9・(5海)i (£｡3)

そ の 他 5β67 588 384 208 176 143 119 403 136 2蔭7 240 二～()gl18毛77纏

/13.6) q2｡4/ {1Ll/ qO.8} qLか リ11海II (12.5) q3｡0) /12.o)
ド

U3｡6} (13｡9) 1t1-q日 ・i嚇 海、
w… 　 … … … 研 扁 　 ㌦ …} 而一 …

日 こ以i勺1こ 受｡径 せ 碑r 28,518 2,536 L791 LQ52 739 567 452 L636 619 Lo17 S94

酬67
25β 麗

σ2｡4} /53｡4} /5L6} (54｡61 /47海1 146 .9} /47｡6) {52.9) /54｡6) (51.9) (sL9・ (52(4S｡2}{7i5｡Ol
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表27患 者の自覚状況の推移(%)表26総 合的な受診状況
■

昭和48年
143年

38年 33年 28年
印

全結核要 医療 34.9 36.1 38.6 25.7 2L4

肺
結

核
要
医
療

総 数

要 入 院

要¥1.休

就 労 可

33.3

55.8

30.0

26.8

34.8

57.7

43.2

25.2

38.1

64.1

43.0

27.7

24.6

43.8

19.5

16.5

一

〇夢o

■ ■■

愈撃 ●

督亨 曝

感 染 性

薗 陽 性

空 洞 あ り

44.1

36.7

54.7

57.1

5L7

6L3

58.5

50.4

67.2

41.3

38.9

53.7

9塞 嘗

3L2

33.9

実 故 %

総 数 39,404 100.0

総 数 24,552 62.3

1 症状 ・他病 ・健診 188 0.5
年
以
症 状 ・他 病 60 0.2

内 症 状 ・健 診 651 L7
に

X
他 病 ・健 診 1,236 3」

線 症 状 の み 317 0.8
検
査
他 病 の み 759 1.9

を 健 診 の み 21,341 54.2

受
け 症 状(再 掲) 1,216 3.1

た 他 病(再 掲) 2,243 5.7

健 診/再 掲) 23,416 59.4

症 状 ・XPせ ず LO4o 2.6

他 病 ・XPせ ず 2β54 6.0

3年 以 内 に健 診受 診 3,662 9.3

3年 以内に健診受診せず 7575 19.2

不 諾 221 0.6

糠

'

表28学 会病型別 自覚率

()は%

総 数 自覚 あ り

総 数 249 83(33.3)

1 2 2

II 51 27(52.9)

硬 化 壁 39 23(59｡0)

非硬 化壁 6 3

薄 壁 6 1

1日 140 32(22.9)

洞 疑 い 28 11(39｡3)

洞 な し 112 21(18.8)

P1 3 3

w 47 16(34.0)

OP 2 2

V 4 1
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表29過 玄のX線 検査の受診状況別自覚率

()は%

恥結核活動性 肺結 核感染性 肺結核非感染1生

総 数 自覚 あ り 総 敗 ゴ1覚 あ 弓 総 数 自覚 あ り

総 数 249 83(33｡3) 59 26幽 」)

一

190 57(30、0>

健
1年 以内受診 n2 39(34.8) 23 8(34.8/ 89 31(34｡8)

康
診 集 検 71 日(15.5) 16 2q2.5) 55 9q6.4/

断
に そ の 他 41 28(68.3) 7 6 34 22・64,7)

よ

る

X
3年 以 内受 診 37 8(2L6) 8 4 29 4日3.8)

線
検
3年 以内受 けす 94 33(35.1) 26 12/46.2/ 68 21(3◎｡9)

査 不 詳 6 3 2 2 4 1

呼に以 受 診 しXP 87 68(78｡2) 28 24(85｡7) 59 44(74｡6)
吸 よ内
器 ろの

症、1受
受診 したっ・XPゼ"r

薩

8 2 1一 7 2

状年診
愛 診 せ ず 154 13(8、4) 302(6、7) 124 U(8.9)

そ状 年 受 診 しXP 42 22(52,4) 10 6/60｡0) 32 16(50.0)
のに以

地よ内
懲碧 受診い 二㌢XPせ ギ 40 10{25.0/ フ 3 33 7(2L2)

症1千嫉 受 診 ぜ ず 167 51ぐ30.5) 42 17噂0,5) 125 34(27.2)

1箏 以内受診 173 80〔46.2/ 46 2554.3) 127 55(43｡3)

1

年
健診 症掛 池病 6 6(100｡0) … ㎝ 6 6

以

内 健診 ・症 状 34 25(73.5) 8 7 26 18(69.2)

の

〆留農

象
健診 ・他 病 9 2(22.2) 1

一

8 2

拳少

機
ム

症 状 ・他病 13 10(76｡9) 6 6 7 4

勇
組

健診 63 6(9.5) 14 1(7」) 49 5(10.2)

み

ノ鰻デ峯
症状 34 27(79.4) 14 日(78｡6) 20 16(80.0)

わ

せ
他病 14 4(28.6) 3 　 日 4{36.4)

1年 以内受けず 76 3(3｡9) 13 1(7｡7) 63 2(3.2)

表30年 次別登録ありの率の推移

総 数

全 結 核 活 動 性

不活動性 な し
総 数

肺結核 活動性
肺外結核

総 数 感 染 性 非 感染件

昭和
48年

総 数

登 録 あ り

%

26541

329

L24

261

105

40.2

249

97

39.0

50

31

52.5

190

66

34.7

12

8

66.7

202

84

41.6

26,078

140

054

43年

38年

33年

28年

登 録 あ り(%)

登 録 あ 眠%)

登 録 あ り(%/

登 録 あ り(%)

1」8

L30

L62

LO5

37.2

3LO

24.4

19」

35.9

30.8

24.0

融齢 酢

55」

5G.0

37.9

辱呼 趣

3L3

26.5

20.2

艇綿 鹸

955

42.9

4L7

蓄睡 購

24.5

15.8

13.8

錘か ・

0.35

0.43

0.62

禰晒離
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表31登 録票の活動性分類と実態調査で判定された活動性分類
()は%

総 数

盤漸 寒吉 核 蓄舌 動 壕盤三

不活動性 な し

総 数
懸賛 薬吉 核 夢誘 重ウ 性

肺 外結核
総 数 感染性 非感染性

登

録

票

の

活

動

性

全結核活動性

肺結核活動性

感 染 性

非 感 染 性

肺 外 結 核

不 活 動 性

不 明

218(100)

203(100)

76(100)

127(100)

15(100)

98(100)

13(100)

92(42.2)

87(42.9)

36(47.4)

51(40.2/

5(33｡3)

9(9.2)

4(30.8)

86(39.4)

86(42.41

36(47.4)

50(39.4)

-

7(7.1)

4(30｡8)

29(13.3)

29(14.3)

15(19,7)

14(1LO)

-

1(LO>

1(7.7)

57(26.1)

57(28.1)

21(27.6)

36(28｡3)

-

6(6.1)

3(23.1)

6(2,81

1(0｡5)

一(一)

1(0.8)

5(33.3)

2(2.0)

一

42(19.3)

42(20｡7)

9(U.8)

33(26.0)

-

41(41.8)

1(7.7)

84(38.5)

74(36｡5)

31(40.8)

43(33.9)

10(66.7)

48(49.0)

8(6L5)

蓼

図5年 齢階級,活 動性分類別肺結核有所見率

(15歳 未満を除 く)

%

6

4
有
所

見
率

1520

・1茂

30 405060

年 齢

70

図6年 齢階級別全結核要医療率の推移

(昭和48,43,38,33,28)

%

6

4

2

要
医
療
率

(人

ロ
対

)

0010

・歳
2030

昭 和
33年

鞭 輩
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図7要 入院のものの性 ・年齢階級別構成
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図9年 齢階級別既往のX線 検査受検率
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